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校章の由来校章の由来

三方向への広がりは、栗原市の無形文化財、八ツ鹿踊りの角を表す

とともに、迫川の清い流れの波を図案化したものである。

　また、その波形は山王遺跡から掘り出された三つの玉と解しても

よく、学校教育の『知・徳・体』の三本柱をも表現している。

■校章と校章の由来

校章・校旗・校木

■校木の石碑

校木（ポプラ）記念植樹

平成５年１１月２０日

校木（ポプラ）記念植樹

平成５年１１月２０日

■校旗■校旗

■校木の石碑
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伝統の八ツ鹿踊り

　一迫川や長崎川などの清らかな川が流れ、田園風景が広がり、縄文時代の遺跡が残る、自然豊か

な地域にあり、子どもたちに多くの学びを与えてきた一迫中学校が閉校するにあたり一言ごあいさ

つ申し上げます。

　一迫中学校は、昭和４７年の開校以来、４０年にわたる長い歴史と伝統を築き、一迫地区の発展

と地域文化の進展に重要な役割を果たしてこられました。

　この間、多くの優れた人材を世に送り出し、県内外におきまして、幅広い分野でご活躍されてお

りますことは、一迫地区の皆様の長年にわたる温かい御支援の賜であり、厚く御礼を申し上げます。

　また、歴代の校長先生をはじめ、教職員、関係者の皆様の並々ならぬ御尽力に対し、深く敬意と

感謝の意を表する次第であります。

　さて、長い歴史の中で、保護者をはじめ地域の方々の学校教育に対する深い御理解と御協力によ

りまして、健全な子ども達の育成やＰＴＡ活動が活発に行われてきたのが一迫中学校であります。

　特に、自主・自立、甘えを断つ、己に厳しく、たくましく、を教育目標に掲げ、総合的な学習の

時間の中で農業体験活動や地域の職場訪問、在京一迫会への訪問など、地域の人材や一迫出身者に

協力いただいたふるさと学習を推進するととともに、選択教科の中でも、古くから地域に語り継が

れた民話や八ツ鹿踊りなどの伝統芸能を取り入れるなど、ふるさとに根差し、ふるさとを愛し、ふ

るさとに誇りを持ち、将来をたくましく生きる生徒の育成に力を注がれてきたところであります。

　また、楽しい学校づくり、信頼される学校づくり、分かる授業づくり、安心できる学校づくり、

豊かな心・体づくりの五項目を重点に置き、創意ある教育活動の推進や生徒の自己実現を図る教育

活動、指導力の向上を目指した研修の充実を図るとともに、開かれた学校づくりを推進してこられ

ました。

　このような活動が認められ、様々な分野において全国表彰や宮城県表彰などを受賞してきたほか、

各種スポーツにおいても、全国大会で数々の優秀な成績を収めてきたところであり、教育環境の整

備や地域と学校が一体となった教育が子ども達を健やかに、そしてたくましく育ててきたものと感

じております。

　これまで当校を巣立った皆様にとりましても、母

校の閉校は何事にも代え難い寂しさであり、また、

地域の皆様の愛惜の念も深いものがあると拝察いた

します。しかし、ここで歴史が終わるのではなく、

これからは次代へ一迫の歴史と伝統が受け継がれて

いくよう願うものであります。

　栗原市といたしましては、今後も、学府くりはら

の実現に向けて、教師と子ども達がしっかりと向き

合い、学校生活に満足感や達成感がこれまで以上に

得られる、教育環境づくりを目指すとともに、一迫

中学校が育んだ歴史が長く受け継がれ、新しい地域

の歴史が築かれていくことを心から御祈念申し上げ、

閉校記念誌発刊のあいさつといたします。
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栗原市長　佐藤　勇
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あいさつ

栗原市教育委員会

教育長　亀井　芳光

山王史跡公園あやめ園

　平成２４年４月、一迫中学校は花山中学校と再編し、現在の一迫中学校校舎で「栗原市立栗原西

中学校」としてスタートすることになりました。再編にあたり、ご理解とご協力をいただきました

一迫地区の皆さまに心より感謝申し上げます。

　さて、一迫中学校は昭和２２年４月、新しく制定された教育基本法で示された六・三・三・四制

の学校制度のもとに設置されました。以来、昭和４２年、姫松中学校と統合し、その後、昭和４７

年、町内三中学校（一迫中・金田中・長崎中）を統合し、現在の地に開校されました。一迫中学校

は今日まで、多くの優れた人材を育て、また、部活動や文化活動においてもその活動や成果が顕著

であり、多くの歴史や伝統を積み重ね、地域の教育振興・文化活動の拠点として歩み続けきた学校

であります。

　このように地域と共に歩み続けてきた学校の名称が再編により変わることは、地域の皆さまにと

っては計り知れない寂しさや愛惜の念を禁じえないことと思います。

　しかしながら、少子化による児童生徒数の著しい減少や部活動の運営ができなくなっている現状

にあることも事実であります。更には急激に変化する社会情勢や国際化等を考えたとき、将来を生

き抜く心身ともにたくましい子どもたちの育成を考えるとき、学校再編も避けては通れない一つの

道であります。

　多くの友だちとの友情や切磋琢磨の中で、自分のめあてを持って、

若き力を発揮できる教育環境を整えていくことも、私たち大人に課

せられた責務でもあります。

　学校再編は単に子どもたちだけではなく、保護者や地域の皆さん

の再編でもあります。学校と地域の新しい結びつきを作り上げてい

くことや「地域の子どもは地域で育てる」という新しい地域コミュ

ニティの構築が求められているのであります。

　地域に根ざした新しい学校の実現のためには、家庭・地域・学校・

関係機関との連携が大切であり、子どもたちだけ

でなく、地域の方々の交流が強く求められること

も事実であります。老若男女を問わず、多くの皆

さんが親睦と交流を深め、「再編してよかった」

と語り継がれるような新しい学校を創り上げてい

ただきたいと切に願っております。

　子どもたちも地区の皆さんもこれまで受け継が

れてきた一迫中学校そして新しく仲間に加わる花

山中学校の輝かしい歴史や伝統を受け継ぎ、新た

な希望を持って「地域と共に歩む新しい学校」の創造に向けて取り組んでいってくれることを信じ

てやみません。

　結びに、これまで永きにわたり学校を支えてこられた地域の皆様に心より敬意と感謝申し上げま

して閉校記念誌に寄せる言葉といたします。
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　結びに、閉校にあたりご尽力いただきました栗原市教育委員会及び一迫・花山地区中学校再編準

備委員会の皆様、関係各位に御礼と感謝を申し上げ、また、新生栗原西中学校へも引き続き温かい

ご支援、ご協力をお願い申し上げ閉校記念誌への言葉とさせていただきます。
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　「歴史に薫るふるさと」と校歌にうたわれ、山王遺跡や豊かな田園風景に囲まれた地に立つ一迫

中学校は４０年の歴史に幕を閉じることになりました。

　一迫中学校は、昭和４７年に旧一迫町内にあった３つの中学校、一迫中学校（昭和４２年に姫松

中学校が統合）、金田中学校、長崎中学校が統合し、４０年にわたり「地域の学校」として歩んで

まいりました。この間、１４，８５５名（各教場時代の卒業生も含む）の卒業生を送り出し、多く

の卒業生が県内外において、さまざまな分野で活躍していると聞いております。このことは、保護

者の方々、歴代校長先生始め教職員の方々、地域の方々の教育に対する温かい愛情、ご支援、ご協

力の賜物であり、深く感謝を申し上げる次第です。

  統合当時、掲げられた教育目標は、「平和な民主社会の形成者としてその発展に貢献することの

できる必要な資質を養い心身ともに健全な社会人の育成にあたる」でした。目指す生徒像として

＜すすんで学習する生徒　規律正しく、責任を重んずる生徒　健康で、心の豊かな生徒＞が設定さ

れました。その後、平成２年に教育目標は『「自主・自律」～甘え を断つ・己に厳しく・たくまし

く～』 に改定されましたが、統合当時の精神を受け継ぎ、現在に至っております。

　昭和６１年には「ポプラ」が校木に制定されました。ポプラの教え「ポプラのように高く強くま

っすぐに」は、迫中生の精神的支柱として、教育の根幹を支える言葉として、引き継がれ、今もな

お、在校生、卒業生の心に脈々と生き続けています。

  平成４年には「ふるさと学習」が総合的な学習の時間に開始されました。一迫町議会傍聴、仙台

生花市場への菊の出荷、地場産業の体験学習や職場訪問など、地域に根ざした教育活動が行われ、

現在に至っております。また、民話の学習や地域の伝統芸能、八ツ鹿踊りの継承にも力を入れてき

ました。これらのことは、ふるさとを愛し誇りに思う生徒の育成に大きな力となってきたと確信し

ております。さらには、運動面、文化面においても全国大会等において数々の優秀な成績を上げる

など、輝かしい歴史をも築いてきました。

  輝かしい歴史と伝統のある学校が閉校になることは、校長として、地域の一員として寂しく思い

ますが、少子化の影響は免れることはできません。

　今後、校名が変わっても、これまで築いてきた歴史や伝統が確実に新生栗原西中学校に受け継が

れ、また、再編される花山中学校の歴史と伝統をも引き継ぎ、融和を図りながら、地域に親しまれ

る学校となるよう努力していく所存でございます。

　結びに、閉校にあたりご尽力いただきました栗原市教育委員会及び一迫・花山地区中学校再編準

備委員会の皆様、関係各位に御礼と感謝を申し上げ、また、新生栗原西中学校へも引き続き温かい

ご支援、ご協力をお願い申し上げ閉校記念誌への言葉とさせていただきます。
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栗原市立一迫中学校

ＰＴＡ会長　曽根　一也

一迫中学校閉校記念誌

一迫中学校閉校記念誌

あいさつ

　４０年と言う歴史に幕を下ろす事になり、多くの卒業生を送り出した学校ともお別れすると言う

事は、とても淋しく思います。実は私も卒業生の一人でそれも第一回卒業です。何か不思議な縁と

申しましょうか、その私がこうして原稿を寄せている事、本当に有り難く思いますし、それと同時

に時代の流れも感じております。

　生徒の減少により、再編しなければならないと言う現実も受け止めなければならないと痛感して

おります。この再編に対して、いろんなご意見も寄せられ再編準備委員会で審議を重ねた結果、一

迫中学校と花山中学校との再編が進められ４月から新たに栗原西中学校としてスタートする事に成

りました。

　私は、この再編で感じた事は一番に考えなければならないのは、子供たちの教育環境だと思いま

した。お互いに切磋琢磨出来る事が必要です。そうする事によっていろんな刺激を受けより良い学

校生活が送れるのではないでしょうか。

　確かに、閉校は淋しいです。それは一迫中学校・花山中学校の生徒・父兄・地域の方々にとって

も同じだと思います。しかし、前向きに両校の心意気を栗原西中学校へと引き継いで欲しいもので

す。

　最後に、一迫中学校と縁の有った多くの皆様に、お礼を申し上げ閉校の言葉と致します。



　栗原市の西部に位置し、迫川流域の旧一迫

町と長崎村・金田村・姫松村の三村が合併し

た地域であり、学区内には縄文時代の遺跡や

数多くの名所があるなど、市の中でも古くか

らの歴史を誇る地域である。

　地域の中央部に商店街、周辺が農村地帯で

あり、地域の人々は人情に厚く、教育に強い

関心を示している。

　昭和４２年４月、一迫中と姫松中統合。昭

和４７年４月、三中学校（一迫中・金田中・

長崎中）を廃し、一迫中学校と改称。（三中

学校が統合）平成１７年４月、旧栗原郡内１

０ヶ町村の合併により、栗原市立一迫中学校

と改称。

素直で明るい生徒が多く、各種行事等において、役割分担を積極的に果たす。

対外的に運動・文化両面での活躍が多く、大きな評価を得ている。

基本的な生活習慣が身に付いている。

物事の見方や考え方、判断力などを高めることが課題である。

■学区について

■生徒の様子

■一迫中学校位置図

一迫中学校閉校記念誌
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学校の概要
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昭和 47   4   1　 三中学校（一迫・金田・長崎）を廃し、一迫中学校と改称

 47   4   1　 統合時校長　津軽　克郎先生

 47   4   1　 三教場統一調整のため専門委員会制をとる　校章・校旗決定

 48   4   1　 第２代校長　千葉　平八郎先生着任

 49   3       校歌制定（作詞　菊池　新先生　作曲　福井　文彦先生）

 49   4   1   実質統合成り、一迫中学校として発足

 49   5       体育館完成

 49   6  18   校歌発表会

 50   6  20   体育館施設増設

 51  10       校庭整地（改良）　相撲場（移転）完成　校旗寄贈

元号　 年　月　日　　　　　　            沿　　革

郡総合体育大会郡総合体育大会

一迫中学校閉校記念誌

一迫中学校閉校記念誌

沿革の概要
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沿革の概要

昭和４７年度卒業生

氏家　竹道

　人生で一番楽しかった時期を一迫中学校で過せた事、この上もない喜びです。財産です。私たち

は、旧一迫中と姫松中が統合して間もなく一迫中に入学。卒業は新一迫中になって一迫教場卒業と

なりました。まだ校歌のない卒業式でした。

　当時の中体連は、東西南北大会を経て郡大会でした。西部は一迫と花山でしたので、校内大会（

金田・長崎・一迫）を戦ってから優勝チームを選び西部大会へは優勝チームを核にして選手を再編

成し強化して西部大会に臨んだ事を思い出します。

　私は吹奏楽部でしたので、試合はしませんでしたが、郡大会は築館中学校を主会場に行いました。

開会式は、郡内すべての吹奏楽部員で作る大音楽隊を編成し、入場行進をしました。当時の築館中

顧問の千葉靖哉先生が吹くトロンボーンに合わせてチューニングしました。（先生は元自衛官で東

京オリンピックのファンファーレを吹いた方）

　平成２３年３月１１日の東日本大震災で、学校を失い、友達と離れ離れにならざる負くなった児

童生徒を思うと、人生の大事な栄養分に大きな穴が開いたようなとてもやりきれない思いです。学

校は勉強する所です。先生も生徒も保護者も。「自分より幸せな子供を育てる。」この世に生をう

けた者の仕事です。一迫中学校は、私にこれを教えてくれました。ありがとうございました。

運動会

クラス集合写真

修学旅行

卒業式

運動会

クラス集合写真

修学旅行 迫中祭迫中祭



元号　 年　月　日　　　　　　            沿　　革

昭和 52   4   1   第３代校長　遊佐　強先生着任

 53   9       校庭（芝生）造成

 53  10       文部省指定　道徳教育研究会公開（地域指定）

 53  11       体育部室増設

 54   4   1   第４代校長　三塚　宗伍先生着任

 54   7  10   プール完成

 54   9  30   テニスコート完成

全日本中学相撲選手権大会

               個人優勝第六代横綱

校内体育大会校内体育大会

全日本中学相撲選手権大会

               個人優勝第六代横綱

一迫中学校閉校記念誌
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沿革の概要
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元号　 年　月　日　　　　　　            沿　　革

昭和 57  10  20   県造形教育研究大会開催

 58   3  15   玄関前庭園縁石工事完成

 58   3  31   石碑「自主自律」建立寄贈（三塚宗伍先生）

 58   4   1   第５代校長　佐藤　典夫先生着任

 58  10  23   統合１０周年記念式典　記念事業ブラスバンド一式、八ツ鹿装束、

                    同収納戸棚（町、町民、在京迫会）

 60   8   9   体力つくり施設完成

 61   4   1   第６代校長　佐藤　一男先生着任

 61   9       野球・ソフトボール場に夜間照明施設完成

 61  10   2   文部省指定「体力つくり研究」公開

校内体育大会　(S57.5.16)校内体育大会　(S57.5.16)



　今、改めて思うと、卒業して２５年が経つというこ

とに月日の流れが早いと感じるとともに、母校の歴史

が閉じられることに一抹の悲しみを感じております。

　私の在学中は当時、文部省から体力作りの指定校に

なって先生方から指示を受けて、ただひたすらなんか

体を動かしていたなあと記憶しています。

　また、今はなくなってしまいましたが、迫中祭の振

休の日は、全校でいなご取りをしたことを覚えていま

す。ノルマは１kg。いなごが死んでしまうと軽くなる

ので、減った分を取りに行かされたり、生徒の中には

手っ取り早いから長崎の大宮商店で購入して学校に持

ってきた生徒がいたこともありました。正月には４２

の歳祝を開催し、恩師を交えながら同級生と再会して

楽しいひとときを過ごすことができました。

　後輩の皆様には、何歳になっても再会できる喜びを

感じてほしいです。校名が変わっても、迫中魂を忘れ

ずに頑張って下さい。

昭和６１年度卒業生

谷田　敏幸

クラブ活動（剣道部）

クラス集合写真（3年1組）クラス集合写真（3年1組）

一迫中学校閉校記念誌

一迫中学校閉校記念誌

沿革の概要
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元号　 年　月　日　　　　　　            沿　　革

平成  4   3   1   大規模改修第２期工事完成（校舎・屋体外装）

  4   3  10   立看板「一迫中学校」建立寄贈（石川　尚先生）

  4   4   1   第８代校長　佐藤　光平先生着任

  4   4   1   ボランティア活動普及推進協力校指定

  4   6  18   校歌発表会の日に因み「開校記念日」とする

  4   9   6   「一迫中・全校挙げふるさと学習」　※河北新報紹介

  4   9  12   学校週５日制「第２土曜日」休みスタート

  4  12  21   大規模改装工事・校舎、屋体内装・飲料水用受水槽設置・浄化槽

　　　　　　　　　　送風機交換

  5   1  29   平成３・４年度宮城県教育委員会指定一迫中学校区生徒指導推進

　　　　　　　　　　モデル地区実践発表会

  5   9  20   コンピュータ室完成、コンピュータ（２２台）導入

  5   9       一迫中学校統合２０周年記念事業「文化講演会」（女子バレー金メダリ

　　　　　　　　　　スト中村昌枝氏）

  5  11  20   一迫中学校統合２０周年記念式典（記念植樹・記念誌発行・教育活動援助）

  7   4   1   第９代校長　松田　節郎先生着任

  7  12   5   「ふるさと学習実る」一迫町議会傍聴

  8   1       「ふるさと学習実る」菊の生花市場に出荷

  8   3       教育相談室設置

  8   4       「個に応じた指導」県教委指定

  8   8       校庭改良工事竣工（オイルサンド施行）

授業風景（3年3組）壮行式

八ツ鹿踊り(迫中祭)八ツ鹿踊り(迫中祭)

校内体育大会(H5.5.16)校内体育大会(H5.5.16)

一迫中学校閉校記念誌

一迫中学校閉校記念誌

沿革の概要
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一迫中学校閉校記念誌

一迫中学校閉校記念誌

沿革の概要

17

第９代校長　松田　節郎

授業風景（3年3組）

全日本吹奏楽コンクール予選第37回宮城県大会

迫中祭　八ツ鹿踊り

「校長先生、私達の手で運動着を替えさせてください」といって校長室を訪れたのは生徒会長にな

ったばかりの女子生徒でした。それも、迫力のある語りかけです。しばらく話し合った結果「いい

だろう」と返しました。

　それからというものは、生徒会の役員を中心に「やろう」の一声で、全校生徒が一つになって運

動着製作に立ち向ったのです。その時の生徒達の姿は、意気天を突くかのように燃えていました。

　３種類の試作品が職員室前に陳列されたのは、年が明けてからでした。それから更に検討し続け

たのです。

　その間に私は、先生方の知恵を借りながら、町の商工会衣料店

の人々やこれまでの製造元に幾度となく折衝し続けました。生徒

達の熱意を理解していただくためにです。

　そうしてできあがったのが現在の運動着なのです。今では、い

い思い出です。

修学旅行　

日光・東京

授業風景（3年3組）

校内マラソン大会校内マラソン大会

迫中祭　八ツ鹿踊り

修学旅行　

日光・東京



元号　 年　月　日　　　　　　            沿　　革

平成  9   4   1   第１０代校長　小野寺　邦義先生着任

  9           新しい運動着採用

  9  10   1   県指定公開研究会「個に応じた指導」

  9  11  16   ホッケー部創設

 10   4       スクールカウンセラー配置

 11   4   1   第１１代校長　氏家　鴻堂先生着任

 12   1       「全校挙げ総合的な学習の時間の工夫」　※教育雑誌掲載

 12   3       文部省委託「スクールカウンセラー活用調査研究事業」誌上報告

 12   3       平成１１年度「農業体験学習の記録」発刊

 12   4       「心の相談員」の配置

 12  11  24   模擬議会の実施

 13   4   1   第１２代校長　後藤　彪先生着任

 13   8       放送設備設置・自転車置場設置・駐車場拡張

 13   9       校庭改修

 13  10  15   第５６回みやぎ国体ホッケー競技への協力

クラブ活動　八ツ鹿

集合写真

校内体育大会

クラブ活動　八ツ鹿

集合写真

校内体育大会

一迫中学校閉校記念誌

一迫中学校閉校記念誌

沿革の概要

18



平成１４年度卒業生  長柴　翔

　「一迫中学校の伝統という襷を在校生の皆さんに渡します。」と卒業生代表で答辞を述べてから、

もう９年も過ぎてしまいました。

　私の中学校生活の３年間は、野球、陸上、生徒会活動と忙しく過ぎ、毎日何かに打ち込んでいま

した。私が、好きな野球や陸上に集中でき、自分の力以上の結果を残せたのも、先生方や先輩、同

級生、後輩の皆さんのご理解やご協力があったからです。野球の中体連の大会で自分の力が及ばず

悔しい想いをした時「翔、泣くな、まだまだ諦めるな」と励ましてくれた顧問の先生、暗くなるま

で、走りの指導をしてくれた陸上競技協会のコーチ、私が今あるのも中学時代私を支えてくれたた

くさんの方々のおかげです。

　私の原点は、一迫中学校にあります。その伝統のある一迫中学校の襷を今度は在校生の後輩の皆

さんが栗原西中学校の伝統の襷としていって下さい。

一迫中学校閉校記念誌

19

給食風景

校内体育大会

授業風景

給食風景

校内体育大会

授業風景

迫中祭　第28回

「Pure　Wing」（平成13年度）

迫中祭　第28回

「Pure　Wing」（平成13年度）



一迫中学校閉校記念誌

一迫中学校閉校記念誌
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元号　 年　月　日　　　　　　            沿　　革

登米市・栗原市

中学校駅伝競走大会

授業風景

登米市・栗原市

中学校駅伝競走大会

授業風景

ふるさと体験学習

栗原市一迫保育所

ふるさと体験学習

栗原市一迫保育所

全日本中学生ホッケー選手権大会

男子優勝

全日本中学生ホッケー選手権大会

男子優勝



21



元号　 年　月　日　　　　　　            沿　　革

壮行式壮行式

授業風景授業風景

中学校総合体育大会中学校総合体育大会

ふるさと体験学習

あやめ祭り

ふるさと体験学習

 あやめ祭り

一迫中学校閉校記念誌

一迫中学校閉校記念誌

沿革の概要
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在校生のページ

一迫中学校閉校記念誌

一迫中学校閉校記念誌
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一迫中学校閉校記念誌

一迫中学校閉校記念誌
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在校生のページ

一迫中学校閉校記念誌

一迫中学校閉校記念誌

26



一迫中学校閉校記念誌

一迫中学校閉校記念誌
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一迫中学校閉校記念誌

一迫中学校閉校記念誌
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一迫中学校閉校記念誌

一迫中学校閉校記念誌

29



迫中祭での生徒会長同士の感動の握手

八ツ鹿踊り上演（花山中学校文化祭）

１年職場訪問に向けて

花山神楽上演（迫中祭）

迫中祭での生徒会長同士の感動の握手

八ツ鹿踊り上演（花山中学校文化祭）

１年職場訪問に向けて

花山中学校生徒総会傍聴

花山神楽上演（迫中祭）

一迫中学校生徒総会傍聴

花山中学校生徒総会傍聴

一迫中学校生徒総会傍聴

一迫中学校閉校記念誌

一迫中学校閉校記念誌

花山中学校との交流

30



　今回の学校再編にあたりましては、一迫・花山地区中学校学校再編準備委員会の皆様、栗原市当

局、教育委員会の皆様の全面的なご支援ご協力の下に、校名の選定、校章や校歌、制服、運動着の

改定を行ってまいりました。また、一迫中学校、花山中学校の両校職員が知恵を寄せ合い、４月か

らすみやかに教育活動を展開できるようにと現在準備を進めております。

　栗原市立一迫中学校は平成２４年度に栗原市立花山中学校と再編し、栗原市立栗原西中学校とし

て生徒二百数名、職員二十数名で新たな歴史の幕を開けます。これからも生徒達をこの地域、栗原

市の宝と考え、教職員一丸となって誠心誠意教育活動にあたる所存でございます。

　今後も一層のご指導ご支援を賜りますようお願い申し上げ、あとがきといたします。

一迫中学校閉校記念誌

一迫中学校閉校記念誌

31

栗原市立一迫中学校

教頭　小野寺　敏幸

　栗原市立一迫中学校は平成２３年度末を最後にその歴史の幕を閉じます。

　この度、閉校記念誌を作成するにあたり、栗原市長佐藤勇様、栗原市教育委員会教育長亀井芳光

様をはじめ、歴代の校長先生並びに卒業生の皆様にご寄稿いただきましたことにまず感謝申し上げ

ます。また、多くの方々のご協力をいただきまして発刊し、一迫地区の全世帯に配布する運びとな

りましたことに、心から御礼を申し上げます。

　この記念誌は、統合以来４０年間の一迫中学校のあゆみが、沿革と写真、寄稿文や在校生の寄せ

書きで綴られており、ご覧になっていただいた方々には、一迫中学校のその時その時を懐かしく振

り返っていただけるものと自負しております。また、併せて閉校記念のホームページを作成し、栗

原市のホームページの一角に載せていただいております。栗原市在住の皆様をはじめ、県内県外の

皆様にも広くご紹介いただき、末永く話題にしていただければ幸いです。

　今回の学校再編にあたりましては、一迫・花山地区中学校学校再編準備委員会の皆様、栗原市当

局、教育委員会の皆様の全面的なご支援ご協力の下に、校名の選定、校章や校歌、制服、運動着の

改定を行ってまいりました。また、一迫中学校、花山中学校の両校職員が知恵を寄せ合い、４月か

らすみやかに教育活動を展開できるようにと現在準備を進めております。

　栗原市立一迫中学校は平成２４年度に栗原市立花山中学校と再編し、栗原市立栗原西中学校とし

て生徒二百数名、職員二十数名で新たな歴史の幕を開けます。これからも生徒達をこの地域、栗原

市の宝と考え、教職員一丸となって誠心誠意教育活動にあたる所存でございます。

　今後も一層のご指導ご支援を賜りますようお願い申し上げ、あとがきといたします。

栗原市立一迫中学校閉校記念誌
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